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会員の皆様には、健やかな新年を迎えられたこととお慶び申し上げます。 

また、当シルバー人材センターへのご理解とご協力により、円滑な運営がで

きていますことを心よりお礼申し上げます。 

 さて、昨年は世界的な新型コロナウィルス感染症の拡大に伴い、まさに人類

にとって未曽有の苦難に直面した年であり、この苦難はまだまだ終息が見えず年を越して続いてい

る状況です。こうしたコロナ禍は、会員皆様の就業や当シルバー人材センターの経営に影響を及ぼ

しているところですが、コロナ禍と共存しながら日常生活ができるよう対策も示され、新たな生活

が定着してきたところです。 

一方、70 歳までの一般雇用の拡大、長寿化、元気な高齢者の増加とシルバー人材センターをとり

まく環境も転換期を迎えようとしております。この時にあたり、地域社会に役立ち、高齢者の居場

所をつくる取り組みを続けてまいります。そして地域社会で頼りにされ存在感のあるシルバー人材

センターを目指していきます。本年も、仲間を増やし会員の方に安全・安心に働いていただく魅力

的なシルバー人材センターとして、会員の皆様とともに力を合わせてまいりたいと思います。よろ

しくお願い申し上げます。 

結びに、皆様方のご健勝とご多幸を祈念申し上げ、新年のご挨拶といたします。 
    

 

 
 
 
あけましておめでとうございます。 

流山市シルバー人材センターの皆様におかれましては、健やかに新春をお迎

えのこととお慶び申し上げます。 

貴センターの多くの会員の皆様が高齢者福祉の増進、地域社会の活性化のた

めにご尽力いただいていることに深く敬意と感謝を申し上げます。 

また、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、徹底した防止策を講じ、事業を継続していた

だいておりますことに重ねてお礼申し上げます。 

高齢者を取り巻く社会環境が変化していく中で、貴センターの果たす役割は今後ますます重要と

なってまいります。本年も引き続き、地域社会を支える一員としてご活躍いただき、高齢者が生き

生きと過ごせる地域社会づくりにお力添えを賜りますようお願い申し上げます。 

結びに、流山市シルバー人材センターの益々のご発展と、会員の皆様のご健勝、ご多幸を心から

ご祈願申し上げ、新年のご挨拶といたします。 
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謹んで新春をお祝い申し上げます
あ あ あ あ あ あ あ あ あ あ あ  

あけましておめでとうございます 
流山市長  井崎 義治 



       
  
『令和 3年度第 9回理事会』 12月6日（月）  

【報告事項】 
① 令和3年10月の当センターの運営状況は、会員数707名（男性556名・女性151名）で前年比1

名増（男性 14 名減・女性 15 名増）。事業実績累計は前年比 7.2％減。就業率は 76.2％で前年比
2.4％減（派遣会員14名を含めると2.3％減）  

② 千葉労働局、県シ連の指導調査が行われ、大きな指摘はなし 

③ 令和3年度上期会計監査を実施、適正に処理されているとの報告 

④ インボイス（消費税）制度の説明 

⑤ 下花輪福祉会館館長に、令和4年1月1日付で岩瀬嘉郎副館長を任命 

⑥ 就業情報説明会を12月23日（木）に実施 

⑦ 市議会で、青野 直 市議会議員から「シルバー会員の就業率の向上と事務所等の老朽化対策・機
能強化について」の一般質問がなされた（11月30日） 

⑧ その他、リーダーズ会議報告、就業希望者面談、植栽グループ長会議、シルボンヌ全国大会 

【協議事項】 
① 11月新入会員18名（男性7名・女性11名）の承認と退会会員2名（男性2名）の報告 

② （仮称）シルバーフェスタの検討委員会の立ち上げを承認 

③ 理事会の職務分担の整理と専門委員会は部会への移行提起 

『第 9回広報委員会』 12月3日（金） 

① 会報12月号の校正 ②  会報1月号（カラー版）の編集 ③ 市民向け広報誌（2月発行、４Pカ

ラー版）の協議 ②  ホームページのリニューアルの業者提案（WordPress使用のHP作成） 

『安全適正委員会』 12月9日（木） 

① 事故報告：・植栽現場、金木犀剪定中に埋もれていた光ケーブル切断（11/16） ・清掃現場、両手に
バケツで移動中につまずき転倒、顔面強打（11/22） ・ガラス入り障子の古紙はがし中、他の障子の角に
当たりガラス破損（12/1）  事故累計9件 

② 全シ協「安全就業ニュース 11 月号」（松枝剪定中、安全帽・ベルト未着用で三脚から転落死亡。経験 2

年目の事故発生率が最も高い、慣れと未経験分野挑戦が原因。冬の交通安全 等） 

③  除草班の石トバサーズ装着刈払機で成果、今後カルマーとの併用、植栽班への適用を促進 

④  現在未就業180名(男144名、女36名)の就業希望分析を実施したい 

【安全パトロール】 12月3日（金） 

① 植栽現場 
・平和台U様宅：福地班4名、４ｍ髙の松の剪定、脚立の設置でロープ固定、安全ベルト着用、 

脚立トップに特製足場キットを採用、隣接宅への剪定枝落下防止対策等、安全への配慮が万全 

・三原Y様宅：安蒜班3名、看板表示、電動工具の外付けブレーカー使用、安全性確保に問題なし 

・東初石 I様宅：成島班2名、中低木で低い脚立の使用、ヘルメット・地下足袋等の服装も問題なし 

② 除草現場 
・平和台A様宅：庄司班 6名、年 2回の注文顧客、広い庭園、2日間の手作業除草、長時間作業で休憩は
昼食時と午前・午後の2回 

『第 8回女性委員会』 12月6日（月） 【第9回女性部会】 12月16日(木) 

① 全シ協「シルボンヌ全国大会」（令和4年1月19日）女性理事2名参加予定  ② ふれあいの家
管理規程の見直し ③ 部会員任期終了後の意向確認 ④  6地区梶山会員に毎週の掃除を依頼 

『第 4回就業開拓・会員拡大部会』 12月13日（月） 

①「リーダーズ会議」の取りまとめと当部会の対応 ②  メンバーの意見を分析 

『次期理事・監事候補者推薦委員会』 11月30日（火） 12月24日（金） 

①  現理事・監事の継続意向確認状況 ②  次期理事・監事候補者の選定進捗状況 

 
  
  「安全心得 10 か条」 みんなで守って 事故防止 

（２） 



 

 
 
 
  

 
 
 
 

  

皆さま、新年おめでとうございます。 
 昨年は、コロナ感染予防のため、従来の一泊や日帰りバス旅行などの、大勢での活動はできません
でしたが、同好会活動は、マスク・ソーシャルディスタンス・アルコール消毒などの感染症対策を十
分にとって活動を続けました。パソコン同好会では、感染が猛威を振るっていた時も、Zoom で例会を
開催しました。ひとりも感染者が出なくて本当に良かったと思います。 
 今年も、感染対策を続けながら、会員の新しい居場所づくり、地域のシルバー世代の招待などの新
しいプランを考えて行きたいと思います。皆さまのご参加、ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
     
  

  

 

当シルバーの会員数は、平成31年（2019年）2月末の795名（男性631名・女
性 164 名）をピークに下がり続け、令和 3 年（2021 年）7 月末には 678 名（男性
545名・女性133名）に減少しました。その為、各職場から、人手が足りない、定
員割れ、ローテーションが組めない、現メンバーが過負荷になっている、後継者
がいない等の訴えが相次ぎました。 

昨年のリーダーズ会議や就業アンケートで、会員から早急な会員拡大策が提起
されました。そこで本格的な会員募集と仕事募集のチラシ作成を企画し、新聞 3

誌の折込みを使って、第 1回目は 7月 11日、第2回目は 10月 10日に各々37,000

世帯に配布しました。その結果、入会登録説明会場への参加者が急増し、7～11月
で 71 名が入会しました。特に女性会員数は、退会者が少な
く、11月末には過去のピーク164名に迫る勢いとなりました。 

今年のリーダーズ会議に参加したメンバーは、このチラシや
ポスターを、各自治会で、回覧や掲示板掲示を依頼して、活発
に会員拡大活動を続けています。さらなる会員拡大が期待でき
そうです。              （横田清四郎・記） 

 
 

 

 

 

 
  

同好会名 開催日① 開催日② 開 催 場 所 開 始 時 刻 連 絡 先（入会等） 

ゴ ル フ 03/17(木) 04/21(木) 野田市PG場 (ひばり) 08：30（ｽﾀー ﾄ） 中川 04-7148-3006 
パソコン 01/18(火) 02/15(火) コミュニティプラザ 14：00 ～ 横田 080-6117-4426 
写  真 01/18(火) 02/22(火) コミュニティプラザ 14：00 ～ 小島 04-7154-9377 

令和3年7月～11月入退会者数 11月末 

会員数  入会 退会 増減 

男性 39名 26名 13名増 561名 

女性 32名  3名 29名増 162名 

合計 71名 29名 42名増 723名 

（３） 

友の会だより 
「流山シルバー友の会」
は、人材センター会員と
ＯＢの「いきがいづく
り」を応援する組織です 

 

 

 

《シルバー歌声広場》開催予定
1月21日（金）13：30～16：00 センター2階 

 2月（未定） 
 3月13日（日）12：30～16：30 森の倶楽部 

《参加をお待ちしています》  
 

 安 全 は  気 力 、 体 力 、 洞 察 力 

 「シルバー友の会」一年を振り返って、同好会活動は活発に！ 

富士と白雲  川口美明 

写真同好会 
 

ゴルフ同好会 
 

パソコン同好会 
 

Zoomビアパーティ
ビァパーティ 

シルバー歌声広場 
 

会員の寺崎文子さんがデンマークの会報誌「ÆldreSagen」(エルドラ エイセン)」から受け
た取材記事（会報9月号に掲載）が、『日本でリタイヤ後に働くアクティブシニア』とい
うタイトルで、同誌12月号に掲載されました。           (神田 英子・記) 

 



 
    
    
日 曜 １ 月 の 予 定  日 曜 ２ 月 の 予 定 
16 日  

 
 

1 火  

17 月 
入会登録説明会（シルバー人材センター） 
就業開拓・会員拡大部会 
高齢者ふれあいの家（オリーブ）事業 

2 水 事業運営委員会 
3 木  
4 金 広報委員会 

18 火  5 土 器具点検 
19 水  6 日  
20 木 配分金支払日  女性部会 

7 月 
理事会 女性委員会 
高齢者ふれあいの家（オリーブ）事業 21 金  

22 土  8 火  
23 日  9 水 障子・ふすま・網戸張替講習会 
24 月 高齢者ふれあいの家（オリーブ）事業 10 木 安全適正委員会 
25 火  11 金 建国記念の日 
26 水  12 土  
27 木  13 日  

28 金 
市監査（森の倶楽部）  女性会員のつど
い「おしゃべり会」（南流山福祉会館） 

14 月 
入会登録説明会（シルバー人材センター） 
高齢者ふれあいの家（オリーブ）事業 

29 土  15 火 「シルバー流山」発行 
30 日     
31 月 高齢者ふれあいの家（オリーブ）事業     
 

◎新入会員のご紹介（敬称略）（〇で囲んだ数字は地区名） 
酒井 純子 ②  田端 孝司 ④  倉持 大介 ⑥  酒井 邦夫 ⑦  富永 良彦 ⑦   
内山 久晴 ⑧  諏訪 文枝 ⑨ 

◎事故発生状況について 安全就業のお願い 
令和３年度の傷害事故と賠償事故を合わせて、12 月 1 日現在 9 件発生しています。幸いにも、いずれも

軽度な事故で済んでいます。しかし、9月末までの件数は3件でしたが、10月以降6件発生しており注意が
必要です。寒い時期になると動きが緩慢になり、事故発生の頻度があがる傾向にあります。県内では、10
月に死亡事故が2件発生するなど重篤事故の報告も出されています。 

下半期の事故発生を減少させるため、以下の事項を再点検し注意するようにお願いします。 

◆植木剪定・除草作業：作業中の転落、落下事故及び刈払機の石飛事故、作業前安全確認の励行 
◆駐輪場管理：段差・傾斜・冬場の凍結によるつまずき・転倒事故、状況確認、作業に適した服装・履物
の着用、電動自転車など重量のあるものは複数人で対応、移動時の破損等注意し最小限の移動 

◆就業途上での転倒・接触事故：道路状況の確認、交通ルールを守り安全走行、飲酒運転は厳禁 

◎「電話 de詐欺」の撲滅を！ 
千葉県では、「電話de詐欺」を合言葉に千葉県警察、市町村など関係機関と連携し、電話de詐欺撲滅に

向けた広報啓発を実施しています。昨年と比べ減少していますが、令和 3 年 10 月末の県内の被害件数は
888件、額にして約 21億 4,000万円となっています。市内でも 28件発生し、被害額は約 8,000万円となっ
ています。被害のほとんどが 60 歳以上の世帯です。「留守番電話にする」「相手の電話番号を確認する」
「通話を録音する」など電話機能を活用し、会員の皆さんも「電話de詐欺」を撲滅しましょう。  

◎障子・ふすま・網戸張替講習会の開催について  受講生を募集します！ 
障子・ふすま・網戸の張替に興味がある会員を対象に講習会を開催します。技能を伸ばし、新たな就業

の機会が広がるようチャレンジしてみましょう。【定員】10名 【日時】2月9日(水) 13時00分から 
【場所】シルバー人材センター作業所 ※受講希望者は、2月1日（火）までに事務局へご連絡ください。 
  

今年の干支は寅です。中国の故事に虎は千里行って千
里帰ると言われ、勢いが盛んなさまが伝えられています。年

男の私ですが、虎みたいな勢いはありません。真逆かもしれませんが、亀のように一
日、一日をゆっくりしっかり歩み、気持ちを穏やかに保ち、常にリラックスするよう心がけたいと思います。語弊があるか
もしれませんが、仕事も自分がやらなければという責任感に捉われず、手抜きも必要です。「何を馬鹿なことを」とお𠮟
りを受けそうですが、一生懸命になると焦りが生じ、余裕が無くなります。 
仕事は、7～8 割の力で余力を残して行い、あたり前のように、今日一日が無事に終わるよう努めて行きたいと思い

ます。                                                             （日向 典文・記） 
 
  

会 員 数：令和３年１２月３１日現在 

計 ７２５ 男性 ５６２ 女性 １６３ 

TEL ７１５５－３６６９ 

FAX ７１５４－１８３９ 

（４） 

＜ 編 集 委 員 ＞ 
神田英子・小髙由美子・日向典文

都築宣治・横田清四郎 

シュミレーション 今日の手順と危険予知 


